
13

1.　日本大学総合学術情報センター

日本大学（以下、日大）総合学術情報セン
ター（以下、情報センター）は、埼玉県所沢市
にあります。東日本大震災後の東京電力による
計画停電で 5 回の計画停電を経験しました。

情報センターには、ラックが約 25 本、サー
バが約 200 台あります。2007 年に ISMS［1］

を取得し、日大の中では一番セキュアな場所
になります。運用しているサービスは、日大
WAN というキャンパスネットワークと、メー
ル、WWW、認証、遠隔授業です。他に各種
の業務システム、教育システム、教職員ポー
タルシステムなどがありますが、ここでは割
愛します。要するに、情報センターは、日大
のデータセンター的な役目を果たしている部
門になります。

2.　情報センターのサービス

2.1　日大 WAN

日大 WAN は図 1 の通り、約 30 台のルー
タを広域イーサネットに用い構築しています。
インターネットへは、SINET［2］と WIDE［3］、
商用ネットワーク 2 回線、合計 4 回線で接続
し、バックボーン部分は二重化しています。
図 1 でグレーになっている、情報センターや
一部の学部が、3 月 11 日の東日本大震災後
の計画停電の対象となった拠点です。

情報センターは、日大の中核となる情報シ
ステムを設置しているため、停電すると大学
全体の情報システムに影響を及ぼします。計
画停電とは無縁の学部から、「なぜ情報シス
テムが止まるのか？」というような問い合わ
せもありました。

図 1.　日大 WAN

2.2　メール

メールは NU―Mail（G）と呼んでいます。
教職員用 NU―Mail と学生用 NU―MailG の総
称として NU―Mail（G）と表記しています。
Google Apps for Education（無料）を利用
していますので、メールの他にドキュメント
機能、カレンダー機能などのアプリケーショ
ンもあります。Google Apps にかけて NU―
Apps（G）とも呼んでいます。学生 10 万人
が 2007 年から、教職員 1 万人が 2008 年から
利用しています。

NU―Apps（G）のポイントは、シングル
サインオンやアカウント管理（プロビジョニ
ング）、メールゲートウェイ、レポーティン
グなどの API を使う事で、導入コストだけ
ではなく運用コストも削減しています。

メールゲートウェイというのは、図 2 の通
り、A さんから B さんにメール送る場合、
A さんの端末から Google に届いたメールを、
Google から情報センターにメールを一旦中
継させアーカイブ後、Google に送り直し B
さんのメールボックスへ届けるというもので
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す。停電するとゲートウェイ機能が働かなく
なるので、A さんから B さんまでのメール
が届かなくなってしまいます。

NU―Mail のメールゲートウェイでは、アー
カイブ機能の他に、メーリングリスト機能も
有していたので、ゲートウェイの機能が止ま
ると、メールは Google まで送信できてしま
うのでユーザは送ったつもりになりますが、
その先が滞り新しいメールもメーリングリス
トも届かないという状況になります。

図 2.　メールゲートウェイ

2.3　WWW

WWW は、俗にいう LAMP をプライベー
トクラウドで構築しており、負荷に応じて容
易に増強する仕掛けは用意していました。コ
ンテンツとしては日大公式ホームページを始
め、各種大学院、付属高校・中学校のホーム
ページなど含め、約 10 サイトを運用してい
ます。

2.4　シングルサインオン

シングルサインオンは、NU―Apps（G）用
にかねてから使っていましたが 2010 年度末
に国立情報学研究所（NII）の学認［5］に対応
するべく改修をしたばかりでした。学認には
Google Apps にはない多様なサービスがある
のでサービスの充実を実現できます。ただし
学認を使うためには、Shibboleth［6］認証が
必要です。Shibboleth と Google SAML は似
て非なるところがあり、その違いを解決する
ために両者を透過的に認証できる認証システ
ム（NU―SSO）を作り、情報センターに設置
しました。

2.5　遠隔授業システム

FaMCUs［7］は学認サービスのひとつです。
遠隔授業では全 10 学部 13 拠点を繋ぐ際に利
用します。認証は NU―SSO を用いているの
で、計画停電があると動かなくなってしまい
ます。

3.　計画停電対応

情報センターのコンピューター室にはバッ
クアップ電源として、CVCF と自家発電を
備えていますが、長時間の停電には耐えらな
いので重要度の低いサーバを停止しました。
対象サーバは 100 台程でしたが、複雑な停止
手順だったり、古くて遅いサーバだったりし
て 3 〜 4 人で 1 〜 2 時間の工数がかかる作業
でした。

計画停電では、予定時間の 30 分後に電気
が落ち、実質 2 時間停電することが多くあり
ました。情報収集の方法としては、ニュース
よりも東電ツイッターと所沢市のホームペー
ジやメルマガが、いち早く情報入手でき非常
に役立ちました。

恥ずかしい話ですが、復電後に全てのシス
テムが問題なく完璧に立ち上がることは、1
度もありませんでした。計画停電の記録は図
3 になります。ここには記載していませんが、
予定はあっても実施しない日もありました。
1 回目の停電時、CVCF は 51 分しか持ちま
せんでした。その後は、2 台で多重化してい
るサーバは、1 台の電源を落とし、残り 1 台
に電源ケーブルが 2 本あれば、その 1 本を抜
き節電に努めました。極力運用でカバーする
ことにより、最後的に CVCF を 64 分稼働さ
せることができました。

図 3.　計画停電の記録
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計画停電対策としていくつか準備した事が
あります。シングルサインオンについては、
Google Apps の 管 理 者 画 面 で SSO を や め
Google 認証に切り替えるようにしました。
Google 認証にすれば日大を使わず認証がで
きます。これにより計画停電に無縁なユーザ
が NU―Apps（G）を利用できないという事
態は回避できるはずでした。ところが、ブラ
ウザに自分のパスワードを覚えさせていた人
から認証画面（URL）がかわったため、パ
スワードが分からなくなったという問い合わ
せが急増しました。

WWW に関しては、暫定対策として計画
停電対象外の千代田区の理工学部駿河台キャ
ンパスに、ミラーサーバーを暫定的に立ち上
げて、迂回運用をしました。その後外部のク
ラウドサービスに移行しました。予めプライ
ベートクラウド化していたことが、移行を容
易にできたと考えています。

その他として、停電のタイミングを利用し
て、日頃なかなかできない OS のパッチあて
やネットワーク機器のファームウェアのバー
ジョンアップを密かに行いました。

4.　運用でカバーができなかった事

運用でカバーできなかったこととして、ま
ず、予期せぬ通信障害がありました。日頃の
突発的な運用でルータやスイッチの設定を変
更後、設定保存を忘れていたため、計画停電
後に古い設定が蘇り、通信障害が発生しまし
た。急ぎの対応でも、保存する重要性を体得
しました。

2 点目は、メールの遅延です。予め DNS
の MX を書き換え、計画停電時はメールゲー
トウェイの迂回を施したのですが、Google
クラウド内への伝搬遅延が TTL 値［8］以上に
あったようで、うまく MX が切り替わらず
メールが滞りました。ただしロストは避けら
れました。

3 点目は、WWW サーバーを移設した際に、
フォームに連動したメール通知機能を見落と
し、不具合が発生しました。SMTP サーバ、
DNS SPF、ファイアウォール設定を事後、
修正しました。

最後は遠隔授業です。現在も課題になって

います。2011 年度は全学部の遠隔授業の開
始時期がそろわなかったことや、2010 年度
末時点で計画停電がいつまで続くかわからな
い状況だったので、前期遠隔授業を見合わせ
ることになりました。今までは、芸術学部の
授業を他学部の学生も受講できたのですが、
受講できるのは教室にいる学生だけというこ
とになってしまいました。ただし、授業の模
様は収録し、Google Video にて共有できる
ようにしています。

5.　今後について

認証やメールなどの重要なシステムは、電
源供給に関して不安の無い場所に設置する必
要性を感じています。つまり、データセンター
の利用を検討しています。クラウドの活用に
ついても検討しており、オンプレミスなメー
リングリストを Google Groups に移行する
クラウド化を検討しています。また Google 
Apps に 万 一 の 事 が あ る こ と も 危 惧 し、
Google 以 外 の ク ラ ウ ド サ ー ビ ス と し て
Chatter［9］にも注目しています。クローズド
SNS は安否確認に使えそうだと期待してい
ます。

情報センターの役割を再考しています。地
理的に所沢は他キャンパスから遠く離れてい
るわけではないので、ディザスタリカバリを
しても効果が薄いと感じています。また、自
家発電は定期メンテし、非常時 8 時間程度は
確実に動かしたいと考えています。重要度の
低いサービスをプライベートクラウドに集約
し節電や運用コスト削減を狙っています。

節電にも取り組んでいますが、電気代は平
成 20 年をピークに 2 年かけてエアコンを交
換したり、照明を替えたりして、15％程削減
したばかりなのです。ここからさらに 15％
の削減は困難だと感じています。

まとめますと、運用でカバーできること、
できないことを明確化し問題点を把握します。
問題点の解決方法は、システムを複雑化せず
シンプルに解決することが重要と考えていま
す。
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［1］ ISMS：（Information Security Management 
System）組織における情報セキュリティを管理
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するための仕組み。
［2］ SINET：日本全国の大学、研究機関等の学術情

報基盤として、国立情報学研究所（NII）が構築、
運用している情報通信ネットワーク

 http://www.sinet.ad.jp/
［3］ WIDE（Internet）：WIDE プロジェクトが実験

基盤として構築したインターネットのバックホー
ンネットワーク。

 http://www.wide.ad.jp/
［4］ SAML：認証情報を表現するための XML 仕様
［5］ 学認：（学術認証フェデレーション）学術 e―リソー

スを利用する大学等と学術 e―リソースを提供す
る機関等が定めたフェデレーションポリシーを信
頼しあうことで、相互に認証連携を実現し、サー
ビスを利用できる仕組み

 https://www.gakunin.jp/ja/
［6］ Shibboleth：SAML、eduPerson 等の標準仕様を

利用したシングルサインオンを実現するための
OSS の一つ

［7］ FaMCUs：NII が提供するテレビ会議多地点接続
サービス。

 https://mcus.nii.ac.jp/
［8］ TTL（Time to live）：DNSキャッシュの保存期間。

TTL が切れると新しい情報取得のためサーバへ
問い合わせを行う。

［9］ Chatter：Salesforce 社が提供する企業内リアル
タイムコラボレーションツール

 http://www.salesforce.com/jp/chatter/




